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唐津市うみ・やま・かわ環境調和のまちづくり事業の概要 

 

1．唐津市うみ・やま・かわ環境調和のまちづくり事業とは 

唐津市の景観に恵まれた自然環境を守り、次の世代に引き継ぐため、市民参

加による地域環境活動事業を実施する企業、団体、グループ等に対し、その経

費の一部を補助するものです。 

 

2．事業概要 

＜補助対象活動＞ 

補助金の交付の対象となる事業は、市民が参加し、自主的、主体的及び継 

続的に取り組みかつ広く市民が参加できる公益的な自然環境と市民生活を調 

和させる事業で、次の各号のいずれかに該当するもの。 

  ❶ 環境保護・環境美化事業 

  ❷ 環境企画・環境教育事業 

  ❸ 環境団体の自主事業の構築・確立事業 

 

＜補助対象者＞ 

 (1) 市内で活動する団体であること。 

 (2) 地域住民等５人以上で構成される団体であること。 

 (3) その目的及び活動が政治又は宗教に偏らないこと。 

 (4) 企業等である場合は、市内に事務所を置いていること。 

 

＜補助額＞ 

補助金の額は、補助対象経費の 10分の 9に相当する額とする。ただし、補 

助金の限度額は、下記の表の通りである。 
 

事業区分 限度額 

❶環境保護・環境美化事業 12万円 

❷環境企画・環境教育事業 50万円 

❸環境団体の自主事業の構築・確立事業 100万円 

 

3．令和 3年度の採択状況 
 

事業区分 採択団体数 

❶環境保護・環境美化事業 25団体 

❷環境企画・環境教育事業 5団体 

❸環境団体の自主事業の構築・確立事業 1団体 

 



 
きれいにしようわが町 ‘鏡辻’ を 

鏡辻町内会 

◆ 所在地 〒847-0022 

 唐津市鏡 1041 

◆ 代表者 脇山 博文 

◆ 設立年月日 昭和 58年 1月 1日 

◆ 会員数 694人 

◆ 主な活動地域 鏡辻町内 

◆ 本事業補助継続年数 令和元年～ 

◆ 補助額 114,000円 

活動分野 

■ 活動の背景と目的 

鏡町内会の中心部の歩道でありなが

ら、街路樹の根元、溝の中、歩道の縁石

の隙間などから草がボウボウと生い茂

っている状態なので、通る度に何とかで

きないかと思っていた。子ども達の通学

路でもあり、歩行者にも気持ち良く歩い

てもらうため、皆に呼びかけきれいにし

たい。 

活動内容 

■ 活動の結果と効果 

市道沿線の街路樹の根元に草花苗、球

根を植栽すると共に、街路周辺の草刈り

を実施し、年間を通じて住みよい環境づ

くりに寄与できた。地域住民がこの事業

に参加することにより、環境保全及びボ

ランティアへの意識が年々高まった。 

通学児童、歩行者及び自動車がこの場

所を通るとき、「ああ、街路がきれいに

なったなあ。」と実感してもらえるよう

になった。 ■ 活動の概要 

市道沿線：延長４５０ｍ、街路樹：３０

箇所。街路樹の根元に草花苗、球根の植

栽及び街路周辺の草刈り 

・５月２０日 広報チラシ作成 

・６月１０日 花苗、肥料等購入 

・６月１２日 除草、花植え、潅水 

・７月１８日 草取り、花植え 

・９月１８日 花植え替え 

・９月１９日 水やり管理 

・１０月７日 手入れ、施肥 

・１１月２７日 除草、花苗、球根植え 

・１１月２９日 花苗植え替え 

・１月２９日 除草、花苗補植、手入れ 
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通学路の様子 

作業の様子 



 
花畑交流事業 

牧瀬花畑グループ 

活動分野 

■ 活動の背景と目的 

 昭和 63 年バイパス工事終了後、側面

にゴミの不法投棄がなされたのを地区

住民と婦人会が撤去し、整地し、当時建

設省と契約をし、この花畑が完成した。

その後、牧瀬杏会で 30 年以上誇りを持

って活動を継続してこられた事業を引

き継いで花壇の手入れを行うこととな

った。 

年間を通した作業は会員や地域の方

との交流と親睦にもつながり、地域のコ

ミュニティの復活も期待される。花壇は

県道沿いにあり、車通りや人通りが大変

多く地域の人だけでなく、通る方にも快

適で美しいと実感していただける。 

活動内容 

■ 活動の結果と効果  

・鉄道、県道、中学校、小学校の通学道

路の所であいさつや見守りを兼ねての

活動ができた 

・活動している時に子どもたちや地域の

方から「きれいかね」「おつかれさん」

など、多くの励ましの声をもらえた 

・コロナ禍でも都合のいい時にそれぞれ

が積極的に活動することができた 

・体を動かし土と草にふれて、体と心の

ストレスが解消される 

・花壇づくりを通して、花や緑を愛する

心や環境保全への意識を高めることが

できた 

環境保護・
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花壇の様子 

◆ 所在地 〒849-3113 

     唐津市厳木町牧瀬 24 

◆ 代表者 白水 満里子 

◆ 設立年月日 平成 30年 5月 1日 

◆ 会員数 15名 

◆ 主な活動地域 厳木町牧瀬 

◆ 本事業補助継続年数 平成 30年～ 

◆ 補助額 114,000 円 

 

作業の様子 

■ 活動の概要 

・6月  

花植え、花壇整備、花壇付近の清掃 

・11月 

花植え、花壇整備、花壇付近の清掃 

・その他 

月に 1～2 回除草作業、水やり、花壇付

近の清掃・ゴミ拾い 



 
玄海国定公園の保全と風致を守る事業 

風致を守る会 

◆ 所在地 〒847-0404 

      唐津市鎮西町波戸 452 

◆ 代表者 坂本 司 

◆ 設立年月日 平成 29年 2月 1日 

◆ 会員数 6名 

◆ 主な活動地域 波戸地区内 

◆ 本事業補助継続年数 平成 29年～ 

◆ 補助額 114,000 円 

 

活動分野 

活動内容 

■ 活動の結果と効果 

・玄海国定公園らしく整備された状態

で、観光客の方に楽しんでもらえた。 

・50 年以上前の綺麗な波戸岬の景観を

一部では見られるようになり、地域の方

からも喜ばれている。 

・コロナ禍ではあるが、会員や地域の方

と安全と感染症対策に配慮しながら活

動し、交流を深めることができた。 

■ 活動の概要 

約 50 年間放置されたため風致景観の

低下や森林の生育環境の悪化が著しい

ので、観光地に相応しい景観にしてい

く。 

活動時期：4月～2月 

①雑草、カヤなどを刈り、芝生を作る 

②波戸岬付近の道路の除草、清掃 

③花苗をプランターに植え、整備したと

ころや歩道に並べ景観をよくする 
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花植えの様子 

■ 活動の背景と目的 

波戸区域内には、県、市等が買収後、

約 50 年間、放置したため畑だったとこ

ろに雑木や竹が繁茂している。そのた

め、風致景観の低下や森林の生育環境の

悪化が著しいため、森林保育を行い、自

然環境と風致景観を保護し、末永く後世

に引き継ぐため。国定公園らしく、史跡

陣跡らしく風致の維持を行っていきた

い。 

 



 
夕日地区の美しい山川再生事業 

夕日の美しい山川を造ろう会 

◆ 所在地 〒847-0032 

    唐津市夕日 79-4 

◆ 代表者 大木 美喜夫 

◆ 設立年月日 平成 23年 4月 1日 

◆ 会員数 10名 

◆ 主な活動地域 夕日区内 

◆ 本事業補助継続年数 平成 24年～ 

◆ 補助額 114,000 円 

 

活動分野 

■ 活動の背景と目的 

夕日川の荒廃及び地域住民の高齢化

による耕作放棄地の増加、猪による周辺

田畑の被害も多く困っている状態であ

る。川を中心に花木植栽を行うと共に休

耕地の整備を行い、蛍が再び生息する地

域への再生、遊歩道の設置を行い、環境

整備を図ると共に地域住民の健康増進

に寄与する。 

活動内容 

■ 活動の結果と効果 

 夕日川の荒廃や耕作放棄地が増大し、

猪による被害も多く、地区に残されてい

る貴重な里山の回復に桜やつつじ等の

植樹を行うとともに自然に親しめる遊

歩道の設置を行い、環境保全を図るとと

もに自然の大切さの意識を高める事が

できた。 

１．植樹による耕作放棄地の有効活用が

できた。 

２．ゴミ、缶等のポイ捨ても無くなり自

然環境に対する地域住民の美化意識が

活発化し、地権者による耕作放棄地の草

刈等も行われるようになり住民との共

通認識を得た。 

３．この活動を通じて会員間の親睦が尚

一層高まり次の活動の原動力となった。 

■ 活動の概要 

１．夕日川の環境整備 

・5月、10月に地域住民と共に自然環境

の回復・保護のために川の草刈、泥上げ

等の環境整備活動実施  

２．桜植樹地の管理 

・4月～11月ボランティアによる桜植樹

地の草刈、倒木防止処理を行った。 

・2月と 3月に桜園の整備として、草刈

り、猪害防止設置、施肥、倒木防止等の

作業を行い、猪防護柵の設置も行った。 

環境保護・
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ウォーキングラリーの様子 

桜園の管理 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

湊地区花いっぱい事業 

NPO法人 イヤサカ進向会 

◆ 所在地 〒847-0133 

 唐津市湊町 1232 

◆ 代表者 原 大八 

◆ 設立年月日 平成 27年 9月 16日 

◆ 会員数 10名 

◆ 主な活動地域 唐津市湊 

◆ 本事業補助継続年数 令和 2年～ 

◆ 補助額 114,000円 

活動分野 

■ 活動の背景と目的 

湊地区の玄関である農産物直売所（玄

海みなとん里）の入り口にある花壇を活

動場所とし、四季折々の花壇作りを通じ

て花や緑を愛する心や環境保全の意識

を高め、生命の大切さや奉仕の心を育む

ことができる。水やりや草取りなどの作

業は年間を通じて地域住民のボランテ

ィア活動の機会を生み出すため、地域コ

ミュニティに貢献できる。 

活動内容 

■ 活動の結果と効果 

湊地区の入り口である国道 204 号線

沿いの花壇に、季節を通じて花植えを行

い、湊の顔として路行く人々の心を四季

折々に楽しませてくれた。 

また花壇整備をしていくことで、街中

の環境整備（例えば空き缶拾い・雑草取

りなど）の日々の意識が高まった。 

コロナ禍で地域行事がほとんどでき

ない中、この活動は屋外で実施するた

め、地域の方々が気軽に参加でき、交流

の場になっている。 ■ 活動の概要 

・6、10～12月 

季節の花の選定、買付、花植え作業、花

壇整備 

・7～8月  

草取り作業、枯れ花取り、花壇整備 

・その他 随時、水やり、除草作業 

環境保護・ 

環境美化 
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植えてある花の紹介 

花壇の様子 



 
幸多里の浜 松原再生事業 

浦共有財産権利組合 

◆ 所在地 〒847-0124 

 唐津市浦 5497 

◆ 代表者 小田 敏視 

◆ 設立年月日 1978 年 7 月 1 日 

◆ 会員数 49 名 

◆ 主な活動地域 唐津市浦 

◆ 本事業補助継続年数 平成 30 年～ 

◆ 補助額 47,478 円 

 

活動分野 

活動内容 

■ 活動の結果と効果 

・組合を中心に幸多里の浜の環境保全に

取り組み先人から受け継いだ、松原を再

生し潮風から田畑を守るだけではなく、

県内外から多くの人が訪れる憩いの場

所として幸多里の浜を次の世代に引き

継げる環境が整ってきた。 

・2015 年より「松原再生」活動を開始

し、これまでに 520 本の黒松を植樹し

た。この事業を活用し、下草刈りや清掃、

黒松の補植等を実施でき、松原周辺を美

しくするために環境保全にこれからも

取り組んでいきます。 

■ 活動の概要 

松くい虫被害を受け、樹齢 30～100

余年の大きな松が枯れ、淋しい松原とな

り、美観も損なっている。 

松原を再生し、潮風から田畑を守る機

能を維持していきたい。また自然を愛し

守る環境保全の啓発向上を図り、県内外

から多くの人が訪れる憩いの場所とし

て幸多里の浜を次の世代に引き継いで

いきたい。 

5/23 幸多里の松原下草刈り 30名 

6/19 松の手入れ、草刈り   3名 

6/27 幸多里の松原下草刈り 10名 

7/4  幸多里の浜清掃       50名 

9/26 幸多里の松原下草刈り 30名 

2/20 松補植、枯れ松処理    10名 

環境保護・ 
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下草刈りの様子 

松の補植作業 海浜清掃の様子 



 
魅力ある中瀬公園造り 

八幡町を美しくする会 

◆ 所在地 〒847-0102 

     唐津市八幡町 753-34 

◆ 代表者 坂本 弘志 

◆ 設立年月日 平成 17年 4月 1日 

◆ 会員数 13名 

◆ 主な活動地域 八幡町 

◆ 本事業補助継続年数 平成 23年～ 

◆ 補助額 114,000円 

 

活動分野 

活動内容 

■ 活動の結果と効果 

 会員及び町内住民、中学生の積極的な

協力で花植え、植栽、定期的な草刈り、

花木の手入れ（つつじの剪定、紫陽花の

剪定等）をすることで中瀬公園を憩いの

場所、花公園、運動広場、遊びの広場と

して、安心安全で気持ちよく使っていた

だけるように維持していくことが出来

た。また定期的に手入れをするボランテ

ィアの人がいるということと、草や木が

生い茂っていないということが防犯に

も繋がり、安心して利用してもらってい

る。最近は幼稚園や小学校が安全で安心

して遊ばせることが出来るからと利用

されている。 

■ 活動の背景と目的 

中瀬公園は県が年に 1 度の管理しか

しなくなったため、雑草や樹木が繁茂

し、公園として活用しづらくなったため

防犯上とても危険である。そこで町内及

び地域住民のため、また子ども達の健全

育成にも役に立ちたいとの思いで、会員

及び町内の住民、中学生の協力で花木の

手入れ草刈、木の剪定、生垣の手入れ除

草、ごみ拾いなどを実施するようになっ

た。また公園及び公園駐車場周りの草刈

など通学道として通りやすい道に整備

し、特に公園の外灯周り、通学路の外灯

周りの整備、枝切りを大がかりに行っ

た。 

環境保護・
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整備された芝生広場 

中学生と合同で花植え作業 

■ 活動の概要 

・4月～1月  

草刈り、剪定、公園付近の清掃、 

花植え、花壇の手入れ 



 
湯の里環境美化事業 

湯の里会 

◆ 所在地 〒849-5123 

 唐津市浜玉町東山田 1110 

◆ 代表者 太田 巧 

◆ 設立年月日 平成 13年 5月 1日 

◆ 会員数 38名 

◆ 主な活動地域 東山田 湯の本地区 

◆ 本事業補助継続年数 令和元年～ 

◆ 補助額 114,000円 

活動分野 

■ 活動の背景と目的 

野田地区のやすらぎ荘の隣には県道

からも眺められる場所に桜、ツツジ、藤

棚など広い緑の空間がある。ここを活か

してきれいな景観を守るために、草刈

り、除草、剪定などを一緒に行うことで、

年齢や職業の違う会員同士や地域の方

の交流になり、地域活性化に貢献でき

る。花の開花時は老人から通学する児

童、通行する人の目を楽しませることが

できる。また、景観を保持するだけでは

なく防犯も図ることができる。 

活動内容 

■ 活動の結果と効果 

やすらぎ荘に隣接した広場、周辺の道

路、隣接の野田川の畦畔、川中も除草し、

川沿いに植えられた桜の木の生育を守

り、安全に配慮しながら楽しく景観を保

持する活動ができた。また、藤棚の剪定

をすること皆が協力しあい、より一層力

を入れて作業ができた。コロナ禍の状況

での数少ない地域交流の場であるので、

今後とも、楽しく事故に気を付けなが

ら、多くの方にとってのやすらぎの場に

なるように活動を継続していきたい。 

■ 活動の概要 

やすらぎ荘に隣接した広場、隣接の野

田川の畦畔、川中も除草し、川沿いに植

えられた桜の木の生育も守り、きれいな

景観維持する。 

○草刈り・除草作業、ごみ収集 

・5月 22日（土） 7時 30分～11時 

・7月 17日（土） 7時 30分～11時 

・9月 25日（土） 7時 30分～11時  

○藤の剪定 

・2月 12日（土） 8時～11時  

環境保護・ 

環境美化 

事
業
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団
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作業前の様子 

藤棚の手入れの様子 



 
花壇・ﾌﾟﾗﾝﾀｰｶﾞｰﾃﾞﾝ、維持管理事業 

杉野区自治会 

◆ 所在地 〒849-3201 

    唐津市相知町相知 2739-2 

◆ 代表者 江里 安武 

◆ 設立年月日 平成 19年 4月 1日 

◆ 会員数 85名（世帯） 

◆ 主な活動地域 杉野自治区内 

◆ 本事業補助継続年数 平成 29年～ 

◆ 補助額 114,000 円 

 

活動分野 

活動内容 

■ 活動の結果と効果 

 花壇・プランターの維持管理を通し

て、地元住民および通行する人々に快適

で美しいと実感していただくと共に、地

域住民が参加して行うことで、花壇づく

りを通して、花や緑を愛する心や、環境

保全への意識を高めることができた。 

■ 活動の概要 

杉野自治区公民館周辺の花壇および

プランターガーデンの維持管理 

・５～６月 

除草剤散布、花壇耕土、花植え 

・９～１０月 

除草剤散布、花壇耕土、花植え 

※毎月２０日を杉野自治区環境美化の

日とし、花壇及び公民館・公園周辺の除

草・清掃作業を老人会中心に実施。 

環境保護・

環境美化 

事
業
名 

団
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作業の様子 

花壇の様子 

■ 活動の背景と目的 

 杉野区公民館及びプール・公園周辺の

花壇・プランターに花を植えることによ

り、地域住民および通行する人々にも快

適で美しいと実感していただき、花や緑

を愛する心や環境保全への意識を高め

るため。 



 
佐志児童公園付近環境美化事業 

佐志はななみ会 

◆ 所在地 〒847-0112 

 唐津市佐志南３８７２ 

◆ 代表者 熊本 大成 

◆ 設立年月日 平成 30年 6月 1日 

◆ 会員数 81名 

◆ 主な活動地域 佐志南、中里、中通、

浜地区 

◆ 本事業補助継続年数 平成 30年～ 

◆ 補助額 114,000円 

 

活動分野 

■ 活動の背景と目的 

佐志児童公園に花壇が 4 か所（約 40

㎡）に年間を通して花を植え、楽しめる

ようにすることで、さらに人が集うこと

によって憩いの場所となる。その道の向

かいには燃えないゴミ収集所があり、ゴ

ミが散乱する傾向にあるので、そこもき

れいにしたい。また、そこから上流に向

かう佐志川の川辺（左岸側約 500ｍ）の

清掃・草刈りも行う。 

花壇づくり、地域の美化活動を通し

て、花や緑を愛する心や環境保全への意

識を高めたり、地域コミュニティの形成

も期待する。 

活動内容 

■ 活動の結果と効果 

会員が気づいたときに愛着をもって

花壇の手入れを行うことで年間を通し

てきれいに花が咲き、佐志区民の憩いの

場になっている。常に整備されたことに

よって児童公園に来る人が増えた。地域

の方々の憩いの場となり、地域コミュニ

ティの形成も寄与できた。 

児童公園の花壇づくり、地域の美化活

動を通して、花や緑を愛する心や環境保

全への意識を高めることができた。 

■ 活動の概要 

・児童公園の花壇に花植え 

6/14と 11/15  

※適宜：水やり等実施 

・児童公園の草刈り、花壇の手入れ 

・佐志川沿いの草刈り・清掃 

環境保護・ 

環境美化 

団
体
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活動の様子 

花壇の様子 

事
業
名 



 
志道地区緑花事業 

志道地区福祉推進協議会 

◆ 所在地 〒847-0012 

     唐津市大名小路 1-54 

◆ 代表者 奥村 豊 

◆ 設立年月日 平成 9年 3月 12日 

◆ 会員数 41名 

◆ 主な活動地域 志道地区 

◆ 本事業補助継続年数 平成 29年～ 

◆ 補助額 114,000円 

 

活動分野 

■ 活動の背景と目的 

 我々の地区は市中心部に位置し、買い

物・観光など訪問者が多数あるため、花

を植え、まちの美化向上に努めていきた

い。 

・化成肥料等ではない環境負担の少ない

有機資材（有機質 100％肥料＆病害予防

に乳酸菌主体の菌剤）を用いることで、

固く締まった土壌環境を少しずつ改善

し街路樹の樹勢回復、維持を図る。 

・花植・管理活動を通して、子ども達は

身近な自然との触れ合い、自然環境に興

味・関心を持つことができる。 

・地区住民の環境美化への意識を高め、

交流の場と機会をつくり親睦を図る。 

・花いっぱい美しい街でお迎えすること

は、唐津観光のイメージアップにも寄与

できる。 

・コロナ禍でも屋外の活動のため、３密

に配慮しながら交流・親睦が深めること

ができる。 

活動内容 

■ 活動の結果と効果 

 唐津観光のイメージアップ。 

地域住民の環境美化意識の向上、交流・

親睦が図られた。 

■ 活動の概要 

地区内の幹線道路沿いの街路樹下、公

園・歩行者専用道路の花壇・フラワーポ

ットに季節の草花を植栽・手入れを行っ

た。 

7 月から 12 月にかけて植栽を行い、

状況に応じて随時近所の方が手入れを

行った。 

植栽地区：大名小路・東城内・西城内・

南城内・北城内・東新興町・刀町 

環境保護・ 

環境美化 
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植えた花の様子 

作業の様子 



 
まちに緑と花を植え飾る事業 

久里地区緑と花を育てる会 

◆ 所在地 〒847-0033 

 唐津市久里 1824（久里公民館内） 

◆ 代表者 小宮 展志 

◆ 設立年月日 平成 11年 4月 1日 

◆ 会員数 15名 

◆ 主な活動地域 久里地区 

◆ 本事業補助継続年数 平成 29年～ 

◆ 補助額 114,000円 

 

活動分野 

■ 活動の背景と目的 

地区の子どもたちと一緒に身近な場

所で緑と花にふれあいながら環境整備

を図ることにより、自然の大切さの意識

啓発や自然を愛する心を育むことがで

きる。そしてこの活動が地域づくりにつ

ながると考えている。また地域社会に潤

いを与えると同時に安らぎを醸し出し

てくれ、さらには交通安全にも寄与出来

る。 

活動内容 

■ 活動の結果と効果 

・花壇は、久里主要幹線で県道沿いにあ

り、車や人通りが大変多く、地域の人は

もとより通る方にも美しく心が和むと

車を停車して言われた。花壇を写真撮影

される方が多かった。 

・新型コロナウィルス感染症がまだ流行

している中でも季節を感じながら、一緒

に汗を流すことで会の中でも連帯感が

生まれ、地域の方とも交流が進んだ。 

・会員や子どもたちなど活動に参加して

くれた方々の環境美化に対する意識を

育むことができた。 

■ 活動の概要 

○花壇の花苗植え 

【久里小学校 3年生と合同】 

6月 11日、11月 12日 

○花壇の手入れ 

毎月第一土曜に会員が集まり緑地等の

管理（除草作業・水やり）を行う。雨天

の時は第二土曜にする。 

・6月～9月は午前 8：00～ 

・4、5、10月～3月は午前 8：30～  

その他会員が随時手入れを行う。 

環境保護・ 

環境美化 
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花壇の手入れの様子 

小学生と合同花植え 



 
和多田百人町地区の花いっぱい事業 

百人町花愛好会 

◆ 所在地 〒847-0072 

    唐津市和多田百人町 3-23 

◆ 代表者 坂本 昭三郎 

◆ 設立年月日 平成 29年 5月 15日 

◆ 会員数 8名 

◆ 主な活動地域 和多田百人町地区 

◆ 本事業補助継続年数 令和 3年～ 

◆ 補助額 55,150円 

 

活動分野 

■ 活動の背景と目的 

花壇は児童公園内にあり、公園で遊ぶ

子供も多く家族連れで町外からも来ら

れているので美しさを感じて、楽しく過

ごしていただくため。また、花植えを通

して、町内の交流、親睦を計り、児童公

園内の花壇を華やかにすることで地域

が明るく元気になることを期待し、地域

のイメージ向上にも貢献する。 

活動内容 

■ 活動の結果と効果 

・春と秋の花植えで町内の親睦を深めら

れた。花植えにより公園も華やかにな

り、家族連れの子ども遊びも多く見られ

た。 

・「何の花が植えてあるかな？」「どれ位

咲いているかな」といった公園に行くの

を楽しみされている方、よく散歩に行っ

ている方などから良く声を頂います。 

・子どもからお年寄りまで、利用しやす

い公園づくりに貢献でき、地域のイメー

ジアップにもつながった。 
■ 活動の概要 

会員が中心となり百人町児童公園内

の花壇に年２回（春と秋）花植えを実施。 

 

・令和３年７月４日（日）９時 

花植え、公園内の清掃、除草 

・令和３年１１月１３日（日）９時 

花植え、公園内の清掃、除草 

・その他 

水やり、花壇の手入れ、公園内の清掃 

事
業
名 

団
体
名 
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児童公園の様子 

環境保護・ 

環境美化 

活動の様子 



 

■ 活動の概要 

・唐津市浜玉町平原寺の尾山林に、当

クラブ会員・家族・地元の方々にご協力

を頂き、クヌギ苗 100本を植樹した。 

＜植樹＞ 

・令和 4年 3月 12日（土） 

10：30～12：00 

  唐津市浜玉町平原乙寺の尾 2770 

・参加者：48名 

（会員、一般参加、保育園生、小中学生） 

地球環境保全へ・どんぐりの木植樹 

唐津レインボーライオンズクラブ 

◆ 所在地 〒847-0816 

  唐津市新興町 193 レンガ亭 3階 

◆ 代表者 面谷 郁子 

◆ 設立年月日 1980 年 2月 10日 

◆ 会員数 48名 

◆ 主な活動地域 唐津市内 

◆ 本事業補助継続年数 平成 25年～ 

◆ 補助額 114,000円 

 

活動分野 

■ 活動の背景と目的 

植樹活動を通じて、広葉樹を植える意

義や、ひいては「森・川・海のつながり」

に関心を持ち、「豊かな海」を守り創っ

ていく為にも森の役割が重要だと学ぶ。

次世代を担う子供たちが土に触れ自ら

の手で植える事で、自然環境に関心を持

ち、ふるさとを愛する心が育まれる。 

活動内容 

■ 活動の結果と効果 

次世代を担う子ども達と植樹活動を

通じて、広葉樹を植える意義や、ひいて

は「森・川・海のつながり」に関心を持

ち「唐津の豊かな海」を守り創っていく

ためにも森の役割が重要だと学ぶこと

ができた。子ども達が、土に触れ自らの

手で植え、自然環境に関心を持ち、ふる

さとを愛する心が育まれた。 

荒れた遊休地がどんぐりの木を植樹

したことにより、整備され数年後は椎茸

の原木となる。豊かな森づくりの基礎を

つくった。 

環境保護・

環境美化 
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植樹の様子 

 

植樹の様子 



 

 
古窯の森緑化整備推進事業 

唐津ライオンズクラブ 

◆ 所在地 〒847-0012 

    唐津市大名小路 1-54 

◆ 代表者 黒部 信吾 

◆ 設立年月日 1962 年 10月 1日 

◆ 会員数 47名 

◆ 主な活動地域 唐津市 

◆ 本事業補助継続年数 平成 25年～ 

◆ 補助額 114,000円 

 

活動分野 

■ 活動の背景と目的 

地域の大人から子供までが自然を体

験出来る場所でもあり、地域外の方も訪

れた際に花や緑を愛する心や環境保全

への意識を高めていただくことが出来

る。また、古窯の森の土壌から流れた養

分が松浦川をへて唐津湾に流れ込み豊

かな自然環境を形成することが期待さ

れる。 

活動内容 

■ 活動の結果と効果 

 北波多稗田地区の古窯の森の環境組

合とライオンズクラブの自然環境組合

活動の一環で成果が出るには、長い年月

が必要であるが、毎年継続する事が大切

だと思われる。 

植樹を通して、参加者に森林の公益的

機能や自然環境への理解を深めること

ができた。 

樹木の成長により古窯の森公園で地

域の皆さんをはじめ、通行人も楽しませ

る事ができた。 

■ 活動の概要 

○日時：令和 4年 2月 23日（水） 

午前 10時より 

○唐津市北波多稗田の山林 

（古窯の森公園内） 

○参加者： 

ライオンズクラブ会員     10名 

  北波多の自然と歴史を守る会  4名   

合計 19名 

クヌギ（2年生）を 200本植樹 

植樹の様子 

環境保護・

環境美化 
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植樹の様子 



 
佐志浜町桜の花園整備事業 

佐志浜町稲荷講社 

◆ 所在地 〒847-0115 

    唐津市佐志浜町 4300-1 

◆ 代表者 宮 崎 常 義 

◆ 設立年月日 昭和 59年 1月 1日 

◆ 会員数 21名 

◆ 主な活動地域 佐志浜地区 

◆ 本事業補助継続年数 令和 3年～ 

◆ 補助額 90,630円 

 

活動分野 

■ 活動の背景と目的 

佐志浜町には呼子線跡地があるが活

用する予定がなく、毎年、地区住民が草

刈りなど整備を行なっている。そこでこ

の土地と活動を活かすために桜を中心

とした花園を整備することにした。 

整備する土地の近くに稲荷を祀った

祠があり日ごろから地区住民が訪れて

おり、この花園を整備することにより子

供から高齢者まで植物に触れることに

より環境への関心の高まりが期待でき

る。また国道 382号線沿いにあり、通行

する車等からも見えるので景観の向上

にも繋がる。 

活動内容 

■ 活動の結果と効果 

 会員や地域の皆さんと一緒になって

花園を整備することによって、地域の活

性化や参加者の環境への関心の高まり

に寄与することができた。また国道 382

号線沿いにあり、通行する車等からも見

えるので景観の向上にもつながった。 

 桜の開花時期には会員や地域の皆さ

んに花見に公園に来ていただける憩い

の場を整備することができた。 

■ 活動の概要 

●花園とその周辺道路草刈り 

・8月 29日、30日  

・3月 26日、27日  

●しだれ桜植樹 

・11月 7日 植樹準備 

・1月 4日 植樹準備（植樹場所の穴掘

り、肥料入れ） 

・1月 7日 植樹準備（砂、肥料入れ） 

・2月 26日月 桜の植樹 

事
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植樹の様子 

環境保護・ 

環境美化 

花園の草刈りの様子 



 
鏡立神 3 班花壇作り事業 

四季の花苑を楽しもう会 

◆ 所在地 〒847-0022 

 唐津市鏡 4621-6 

◆ 代表者 河瀬 マチ子 

◆ 設立年月日 令和元年 6月 1日 

◆ 会員数 9名 

◆ 主な活動地域 唐津市鏡 

◆ 本事業補助継続年数 令和元年～ 

◆ 補助額 26,710円 

活動分野 

■ 活動の背景と目的 

立神 3 班の公園は草だけの公園だっ

たため、昨年から地区の皆さんと花壇作

りを始め、今回は花壇をさらに拡大し

て、皆さんと和気あいあいで綺麗な花壇

を作ろうと有志で行動している。 

地域の大人から（高齢者）子どもまで

が参加して行うことで花壇づくりを通

じて、花や緑を愛する心や環境保全への

意識を高めたりして、共に水やりや草取

りなどの作業、花見の交流と親睦にもつ

ながり、地域コミュニケーションの場と

し地域が楽しくなる環境が期待される。 

活動内容 

■ 活動の結果と効果 

この事業を活用し立神 3 班の公園に

花壇をつくり、地区の皆さんと和気あい

あいと楽しくお花を育てたり愛でたり、

草取り作業をし、活動を通して会員そし

てひとり暮らしの高齢者の方々との交

流が深まりました。地域の皆さんにとっ

てこの会や花苑がコミュニケーション

の場所となり楽しみで草取り、おしゃべ

りが出来てお元気な声、元気な姿を確認

されて良き効果がありました。 

■ 活動の概要 

・4月 25日 草取り作業 

・5月 14日 草取り作業 

・10月 15日 草取り作業  

地域の高齢者を招き、一緒に活動 

・11月 15日 花苗植樹、草取り作業 

環境保護・ 

環境美化 
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花植えの様子 

花壇の様子 



 
唐津みなと松原プロジェクト 

唐津みなと松原の会 

◆ 所在地 〒847-8511 

 唐津市西城内 1番 1号 

 唐津市みなと振興課 

◆ 代表者 小島 起代世 

◆ 設立年月日 平成 19年 3月 29日 

◆ 会員数 11名 

◆ 主な活動地域 唐津東港地区 

◆ 本事業補助継続年数 令和元年～ 

◆ 補助額 107,302 円 

 

活動分野 

■ 活動の背景と目的 

唐津東港は、大分港かんたん港園とと

もに「九州みなとオアシス」の第１号と

して登録された場所である。みなと松原

の会は、平成１９年より同地で松原の再

生に取り組んできた。事業実施場所は海

に近く、松原による防風防砂の効果を期

待しての場所選定でもあるが、当地は九

州電力の発電所解体や合同庁舎の建替

えなどが進み、港湾一帯の景観形成が求

められる地区でもある。年間を通じた水

やり・草刈り・枝打ちなどの育樹活動や

植樹活動は、市民の間に自然を愛する郷

土愛を育むことが出来る。また、緑を基

調とした港の景観形成は、地元住民のみ

ならず定期船・客船利用者の目を楽しま

せることも可能である。 

活動内容 

■ 活動の結果と効果 

年間を通じて、枝打ち作業・間引き作

業・定例会議を続けて育樹活動が地元住

民にも知られるようになってきた。第１

６回目になる植樹祭は、小規模での開催

となったが、地元大島地区の方々に参加

いただき交流の場にもなった。暴風・防

砂林としてもっと松の木を植えて欲し

いとの声を聴くことができた。港湾一帯

の景観形成の中でも、緑化の一部に貢献

できた。地元住民にも、みなと松原に愛

着を持っていただく、きっかけを作るこ

とができた。 

■ 活動の概要 

9月 11日（土）枝切り作業 

11月 13日（土）土運び作業 

1月 15日（土）間引き作業 

3月  5日（土）みなと松原植樹祭   

九州大学の学生をはじめ、会員所属団

体の協力により、チームワーク良く事業

を進めることができた。 

環境保護・ 
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活動の様子 

植樹後の記念撮影 



 
中山地区の花いっぱい事業 

中山花づくりの会 

◆ 所在地 〒849-3218 

     唐津市相知町中山 4525 

◆ 代表者 田中 士郎 

◆ 設立年月日 平成 29年 4月 1日 

◆ 会員数 14名 

◆ 主な活動地域 相知町中山地区 

◆ 本事業補助継続年数 平成 29年～ 

◆ 補助額 82,381円 

 

活動分野 

活動内容 

■ 活動の結果と効果 

 花壇は相知町の主要幹線である県道

山崎線沿いにあり、車通りや人通りが大

変多く、地域の人はもとより、通る方に

も快適で美しいと実感していただけた。

特に車を停車し、車から降りて数人で写

真撮影をされる光景が多数あり、大変好

評であった。 

 地域住民が参加して行うことで、花壇

づくりを通して、花や緑を愛する心や環

境保全への意識が高まった。また、明る

い環境づくりの拠点となってきた。花づ

くり作業は、年間を通した交流と親睦に

もつながり、地域コミュニティの活性化

につながった。 

■ 活動の概要 

花壇及びフラワーロードに年間を通

して、夏のヒマワリ、秋のコスモス、冬

の菜の花を開花させるため、花壇及びフ

ラワーロードを耕し、種子をまき、除草

や水やりなどの管理作業を行った。 

 ・花壇の準備（5/18） 

 ・ヒマワリの種まき（5/22） 

 ・コスモスの種まき（8/7） 

 ・花壇の準備・菜の花の種まき（11/27） 

・月１回の除草、水やりなど管理作業 

菜の花の開花の様子 

環境保護・ 

環境美化 
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作業の様子 

ひまわり開花の様子 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

七山街道景観整備事業 

～森林の多目的機能発揮事業～ 

七山むらづくり協議会 

◆ 所在地 〒847-1107 

 唐津市七山藤川 1900-1 

◆ 代表者 岡本 泰成 

◆ 設立年月日 令和 2年 5月 27日 

◆ 会員数 17名 

◆ 主な活動地域 七山地区 

◆ 本事業補助継続年数 令和 2年～ 

◆ 補助額 114,000円 

活動分野 

■ 活動の背景と目的 

もともとミカン畑だったが耕作放棄

地となり竹が繁茂している。２０年程前

に災害防止対策で一部の竹林を住民で

落葉樹の森「鎮守の森」にすべく整備さ

れた。しかし、その周囲がいまだ竹林で

あり荒廃が進んでいる事から、森林の多

面的機能が十分に発揮されるように整

備する。 

活動内容 

■ 活動の結果と効果 

約 45 ヘクタールの荒廃竹林の伐採を

完了し、広葉樹の植樹を行った。30～60

代の住民が三日間の作業に、延べ 70 名

以上参加しました。地域住民からも今後

の期待の声が寄せられている。また環境

整備に関する意識は向上し、来年度の更

なる整備に意欲的な声が上がっていま

す。参加者や事業に関わった人の意識の

変化と、環境整備への意識向上が最大限

の効果と感じています。 

■ 活動の概要 

荒廃竹林の伐採を行い、現場内の数か所

に集材し広葉樹を植えるスペースを確

保し、その後 140 本の苗を植樹しまし

た。 

・竹林伐採：令和３年１２月２６日 

令和４年２月６日 

令和４年２月２５日（仕上げ） 

・竹支柱作成：２月６日から２４日まで  

・植樹：２月２６日  

環境保護・ 
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荒廃竹林の伐採の様子 

 

作業の写真 



 
呉服町緑花事業 

協同組合呉服町商店街 

◆ 所在地 〒847-0052 

 唐津市呉服町 1799-5 

◆ 代表者 坂本 直樹 

◆ 設立年月日 昭和 39年 2月 25日 

◆ 会員数 28名 

◆ 主な活動地域 唐津市呉服町 

◆ 本事業補助継続年数 令和元年～ 

◆ 補助額 114,000円 

 

活動分野 

■ 活動の背景と目的 

市中心部に位置し、買い物・観光など

訪問者多数。これまでも小規模に花植・

環境美化活動を実施していたが、補助金

利用をきっかけに拡大を図りたい。 

花苗植栽と手入れにより、地区住民の

環境への意識を高めることができる。ま

た、交流の場と機会づくりとなり親睦を

図ることもできる。 

環境美化による唐津観光のイメージ

アップと防犯効果が期待できる。 

活動内容 

■ 活動の結果と効果 

オリーブの木の鉢に季節の花を植栽

することにより華やかさが増し「賑わい

づくり」に役立った。水やりやこまめな

手入れによる成長した木が印象的で「オ

リーブ通り」との呼び名があるくらいに

定着した。お客様にも緑の多い歩行者専

用道路として喜ばれている。また、オリ

ーブの木を置くことによって自転車を

降りて通っていただくなど安全面でも

役立っている。手入れの仕方や情報など

も共有し、地区住民同士の交流も促さ

れ、環境美化への意識も高まった。 

環境保護・ 
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講習会の様子 

商店街の様子 

■ 活動の概要 

・5/29、11/27  

花植え、清掃、講師による樹木植栽・剪

定・管理の講習会 

・6/25、9/17 

害虫駆除、剪定、支柱の補正 

・毎月１回程度 

除草、補植、水やり等管理作業 



 
佐志浜人工海浜の美化事業 

ネイバーズ 

◆ 所在地 〒847-0115 

唐津市佐志浜町 4525‐2 (佐志公民館内) 

◆ 代表者 甲藤 麻美 

◆ 設立年月日 平成 28年 4月 5日 

◆ 会員数 12名 

◆ 主な活動地域 唐津市 

◆ 本事業補助継続年数 平成 29年～ 

◆ 補助額 114,000 円 

 

活動分野 

活動内容 

■ 活動の結果と効果 

・佐志校区住民による主体的な美化活動

と、校区の活性化に対する意識がさらに

高まった。佐志校区の事業所や中学生か

ら積極的な協力が得られ、環境保全への

意識が高められている。 

・活動を通じて喜びや満足感を得た。 

・人間関係の広がりの効果や、奉仕の心

が育まれた。 

・学校周辺の環境がよくなった。 

■ 活動の概要 

人工海浜は校区住民の原風景であり、

海から漂着したゴミや利用者が残した

ゴミ等を清掃し、原風景とも言える人工

海浜を美しく保つ。学校周辺の空き地

（荒地）を美しくするため花壇をつく

る。清掃、美化活動を通して地域住民の

交流を深める。 

〇4月 22日(木) 

学校周辺空き地：除草作業 

○5月 8日(土) 

学校周辺空き地：花植え 

○6月 27(日) 

佐志浜人工海浜清掃作業 

○11月 13日(土) 

学校周辺空き地：花植え 

○随時：除草作業、水やり、花壇整備 

環境保護・
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草刈りの様子 

海浜清掃の様子 



 
西の浜里浜再生事業 

西の浜をきれいに集会 

◆ 所在地 〒847-0852 

    唐津市元旗町 600-10 

◆ 代表者 成冨忠良 

◆ 設立年月日 平成 12 年 6 月 8 日 

◆ 会員数 28 名 

◆ 主な活動地域 西の浜 

◆ 本事業補助継続年数 平成 21 年～ 

◆ 補助額 60,829 円 

 

活動分野 

■ 活動の背景と目的 

有志の方々の力を結集し、西の浜、海、

砂浜、松原及び周辺を美しく保つこと、

環境保全の意識の啓発を図ることを目

指して頑張っていくことを目的とする。 

活動内容 

■ 活動の結果と効果 

毎月西の浜のゴミ拾いや松原内のゴ

ミ拾いや除草を実施した。西の浜は運動

や散歩される方も多く、夏は海水浴など

遊びに来る方も多いため、ゴミ拾いをす

ることで、安心して利用できる場所にで

きた。また会報を通して、海ゴミのこと

や西の浜で拾ったゴミのこと、法律や条

例で植栽を禁止されている植物のこと

など、自然環境に関する内容を会員や参

加者の方に積極的に伝え、自然環境に対

する意識向上にもつながった。 

毎月の活動が会員や参加者の交流の

場となり、良い運動と日々のストレス発

散になった。 

■ 活動の概要 

①西の浜（約 1.6km）・松原内に打ち寄

せられた浜のゴミの清掃活動 

・日時：毎月 1 回  

春・夏 7:00～8:30   

秋・冬 8:00～9:30 

4/11：17名、5/9：18名、6/13：19名、

7/11：15名、8/8：14名、9/12：18名、

10/10：19名、11/16：15名、 

12/12：15名、1/7：14名、 

2/11：4名、3/13：12名 

その他、会員が各自自主的に行った。 

・場所：西の浜、松原内 

〇西の浜・松原内の除草活動 

・草が伸びた時に適宜、草刈り機を持っ

ている人に依頼して行う。 
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回収されたごみの様子 

 

活動後の集合写真 



 

晴気地区ほたるの里再生 花いっぱい運動事業 

ひまわり会 

◆ 所在地 〒847-1526 

     唐津市肥前町入野甲1231-5 

◆ 代表者 岩本 美智子 

◆ 設立年月日 平成 21年 4月 1日 

◆ 会員数 5名 

◆ 主な活動地域 肥前町晴気地区 

◆ 本事業補助継続年数 平成 21年～ 

◆ 補助額 114,000円 

 

活動分野 

■ 活動の背景と目的 

 ホタルの生息する川であったが、竹藪

の増殖、雑木林の荒廃、ゴミの不法投棄

等による環境悪化が進によりホタルが

減少してしまった。ホタルを再生するた

めに、川の清掃、周辺の伐採除去作業を

行う。また、住民たちの環境美化意識向

上をめざし、ほたるの住む川再生につな

げるため、川付近の通学路等の清掃・草

刈りや花いっぱい運動を行っている。 

活動内容 

■ 活動の結果と効果 

 川の周辺の竹藪が増殖し、雑木林の荒

廃が進んだため、激減してしまったホタ

ルを再生するため、川の清掃、周辺の伐

採除去作業を行い、その後に花木を植え

付け、環境保全への意識を高めた。また、

通学路についても同様の作業を行い、子

どもたちの安全と自然環境への意識向

上に努めた。 

ホタルの里の再生により恵まれた自

然環境を再発見し、花いっぱい運動によ

って、優しい穏やかな心を育むことがで

きた。通学路が明るくなることで子ども

達の安全への手助けとなり、花を愛でる

ことで自然の優しさに触れて心優しい

子ども達へと成長できている。また、老

人会の参加協力により、住民の方の花、

木への関心が増したように感じられる。

意識的に草取り等をされている様子が

うかがえる。 

 

■ 活動の概要 

① 河川清掃・土手の除草 

② 通学路の草刈り、清掃 

③ 花木植えこみ、手入れ 

④ 竹・木等の伐採 

⑤ 雑草の除去 

計 81回、のべ 145名参加 

⑥ 晴気川周辺でホタル会  

5月 20日～5月 31日（密を避けて） 
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花いっぱい運動 



 
野田川の桜を守る事業 

野田川桜の会 

◆ 所在地 〒849-5123 

 唐津市浜玉町東山田 1090 

◆ 代表者 原 善博 

◆ 設立年月日 平成 21年 4月 1日 

◆ 会員数 26名 

◆ 主な活動地域 浜玉町東山田野田 

◆ 本事業補助継続年数 令和元年～ 

◆ 補助額 114,000円 

活動分野 

■ 活動の背景と目的 

平成 21 年度から、市のがんばる地域

応援事業を利用して野田川沿いの河川

敷や隣接遊休地の竹や雑木を伐際して5

年間で約 450 メートルに桜の苗木を植

え、事業終了後も下草刈り、追肥、防虫

等の適切な管理作業を行い、美しい景観

を守り、育ててきた。 

また、2019 年に「緑の基金」から頂

いた桜の苗木も新たに管理することな

った。 

この活動を通して、会員の交流の場と

なり、地域に発展にもつながる。清らか

な野田川の流れ、美しい桜並木が野田地

区の宝となり、心のよりどころになれば

と願っています。 

活動内容 

■ 活動の結果と効果 

桜並木を、定期的に草刈りをすること

で荒らすことなく、美しい景観を保つこ

とができた。また、同じ地域に住んでい

ても普段会わない、職業や年齢の違う会

員同士が作業を行う事で交流が出来て

良かった。地域住民や県道を通る人達の

心を癒して季節を感じる場所となった。 

毎年大きく成長し美しい桜の花を見

ることで和む事ができた。 

■ 活動の概要 

・野田川沿いの植栽した桜の保護のため

の河川敷及び周辺道路脇の草刈り並び

にゴミ拾いによる、美しい野田川の景観

維持 5/30、7/25、10/3、3/11 

・桜の木の手入れ：追肥 2/23 
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満開の桜の様子 

活動の様子 



 
玄海地区の環境保全に資する事業 

玄海地区生物教育研究所 

◆ 所在地 〒847-0821 

     唐津市町田 1 丁目 6－31 

◆ 代表者 飯田 勇次 

◆ 設立年月日 平成 11 年 5 月 1 日 

◆ 会員数 14 名 

◆ 主な活動地域 玄海地区の離島及び海岸地域 

◆ 本事業補助継続年数 平成 26 年～ 

◆ 補助額 349,110 円 

 

活動分野 

■ 活動の背景と目的 

 玄海地区は、佐賀県生物多様性重要地域に

指定されている。しかし、そのことは、ほと

んどの住民には知られていない。そこで各種

団体などと連携しながら、「生物多様性の保

全」について推進・啓発することは重要と考

える。 

活動内容 

■ 活動の結果と効果 
①新井章吾氏（海藻研究所所長）・中野恵氏（公益財

団法人日本自然保護協会）の潜水調査を中心に、松島

～加唐島周辺で、１０月中旬に海産生物調査を行っ

た。驚くほど、草食魚（アイゴ・イスズミなど）によ

る「磯焼け現象」が、進んでいた。特にアカモク、ワ

カメ、アオワカメへの食害が著しかった。有用海藻類

をほとんど食べ尽くし、昨年まではほとんど食べてい

なかったノコギリモクなどのホンダワラ類への食害

も広がっていた。南方系の海藻類、サンゴ類、ウニ類

が、種類・量ともに増加したのを改めて確認できた。 

②玄海地区の小中学生と保護者合同で、上赤博文氏

(佐賀県自然史研究会事務局)や溝上誠司氏(佐賀県昆

虫同好会)の指導を受け、鏡山（唐津市）の植物や昆

虫の分類・生態について学習できたし、生物の多様性

についても学ぶことができた。 

③玄海地区の小中学生と保護者合同で、前田修之氏

（佐賀県立青翔高校教頭）の指導を受け、弁天島周辺

の潮間帯の海産生物について、採集や観察を行い、そ

の分類・生態について学習できたし、生物の多様性に

ついても学ぶことができた。また、内川氏(佐賀県地

学同好会事務局)の指導を受け、岩石・地層について

学習できた。ルーペの使い方については、実践を通し

て理解が深まった。さらに、溶岩の貫入と砂岩層や泥

岩層の関係についても、講師のアドバイスを受けなが

ら、自分たちの思考力を駆使して考えることができ

た。 

④「『玄海の海をどう守り、育てるべきか？』そのた

めに何ができそうか？知恵を出し合おう！」をテーマ

に、新井章吾氏(海藻研究所所長)『玄海地区の藻場の

現状と課題』、柘植圭介氏（佐賀県工業支援センター

食品工業部 部長）『玄海地区の海藻類の成分と有効

活用』、宗秀明氏（鎮西町松島若手海士）『松島若手海

士の取り組み』について、唐津市民を対象とした講演

会を佐志公民館で実施した。糸島市や太良町からの参

加者を含めて、２１名の参加者であった。講演会後の

意見交換会では、多様で貴重な意見が数多く出され、

有意義な意見交換会になった。 

 

■ 活動の概要 

（１）海産生物調査 

新井章吾氏（海藻研究所所長）・中野恵氏（公

益財団法人日本自然保護協会）の潜水調査を

中心に玄海地区の海産生物調査を実施する 

令和 3 年 10 月 6 日(水)～7 日(金) 

＠鎮西町松島・加唐島 

（２）環境教育 

・植物・昆虫の観察会 

令和 3 年 8 月 21 日(土) 9:30～12:00 

＠唐津市鏡山 

・海産生物観察会 

令和 3 年 9 月 18 日(土) 12:30～16:00 

＠呼子町弁天島周辺海岸 

（３）講演会 

令和 3 年 11 月 27 日(土) 13:00～16:30 

＠唐津市佐志公民館 

①新井章吾氏（海藻研究所所長） 

演題：玄海地区の「藻場」の現状と課題 

②柘植圭介氏（佐賀県工業支援センター) 

演題：玄海地区の海藻類の成分分析結果と有

効活用 

③宗 秀明氏（松島海士） 

演題：松島の若手海士の取り組み 
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弁天島での海産生物観察会の様子 

 



 
唐津環境カレッジ 

HanaMarcheConnect 

◆ 所在地 〒847-0056 

     唐津市坊主町 431-11-102 

◆ 代表者 小田切 裕倫 

◆ 設立年月日 令和 2年 5月 1日 

◆ 会員数 6名 

◆ 主な活動地域 唐津市 

◆ 本事業補助継続年数 令和 2年～ 

◆ 補助額 65,700円 

 

活動分野 

■ 活動の背景と目的 

 楽しみながら環境問題に触れる美化活動お

よび環境に関する体験教育・講演ならびに環

境に関するイベントを行い、主体的に環境問

題を考える人の輪を広げることにより、次世

代の地球（地域）環境の改善と豊かな社会の

実現に寄与することを目的とする。 

活動内容 

■ 活動の結果と効果 

参加者の一部が、同じような事業をやりた

いと感じ行動したこと（横展開による規模拡

大）。映画やイベントを通じた波及効果と潜在

関心層へのリーチの兆しが見えた。 

「海、山、まち」それぞれのフィールドでイ

ベントや学びの活動を行なった。遊休地の再

生活動や栽培・収穫体験も自然環境に関心を

持つきっかけとして「開拓、収穫（調達）、創

作」をイベント化。また、体験の依頼や相談

にも対応することで多様な参加者や実践者と

コミュニケーションすることができた。 

 地域住民の環境意識の向上と交流が図られ

た。今年度は福祉事業所やシングルペアレン

ツ、貧困世帯などが隔たりなく楽しめる場を

つくることも意識した。「環境活動に取り組ま

ねばならない」ではなく、意識せず環境活動

の一部に関わったり感じたりるする場が生み

出せた。 

■ 活動の概要 

4/3 アップサイクルイベント＠CALALI（江

川町） 

5/29 皮むき間伐研修＠糸島 

6/5 ビーチクリーン×ヨガ＠東の浜 

6/30 コンポスト作り＠リヒテラ（打上） 

7/22 マルシェイベント（ビーチクリーン、ヨ

ガ）＠波戸岬 

8/1 竹カトラリー作り／収穫体験＠リヒテラ

（打上） 

9/19 映画上映＠CALALI（江川町） 
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コンポスト作り 

ビーチクリーン後の様子 竹カトラリー作りの様子 



 

 

Precious Plastics 唐津 
～プラスチックごみをリサイクルして唐津の海を綺麗にしよう～ 

特定非営利活動法人 唐津 Farm&Food 

◆ 所在地 〒847-0821 

唐津市和多田大土井 3 丁目 8 番アミール立川 

◆ 代表者 理事長 本村 征一郎 

◆ 設立年月日 令和 2 年 11 月 2 日 

◆ 会員数 10 名 

◆ 主な活動地域 唐津市 

◆ 本事業補助継続年数 令和 3 年～ 

◆ 補助額 349,110 円 

 

活動分野 

■ 活動の背景と目的 

 地域で出たプラスチックゴミを地域の中

で新たな資源として再生し価値あるものに

生まれ変わらせることで循環型社会を目指

す。本事業はオランダ発のオープンソース

で世界中のコミュニティと協働しながら進

めていく。 

・プラスチックゴミをクリエイティブにリ

サイクル 

・世界のコミュニティに唐津の魅力を発信 

・プラスチックが題材のＳＤＧｓの教材を

作り、推進する 

・世界中の人と環境問題を共有する 

活動内容 

■ 活動の結果と効果 

・唐津市で活動が活発化してきているビー

チクリーニングの一歩先、企業に頼らない、

他人任せにしない”個人レベルでのリサイ

クル”を実現できた 

・海洋ごみ、特にプラスチックごみを新た

な資源として再生し価値あるものに生まれ

変わらせる事ができた 

・教育現場でプラスチックリサイクルの過

程を全て見せることができた 

・唐津を PRすることができた 

■ 活動の概要 

（1）オランダ発のオープンソースプロジェ

クトに参加しプラスチックリサイクルの為

の射出成型機を製作 

（2）マシンを用いた講義、ワークショップ、

イベントの実施 

2021.09.28 @東唐津小学校 

2021.10.17 @旧唐津銀行  Re:CYCLE 

2021.11.28 @ 舞鶴荘 マシンの貸し出し 

2021.12.05 @ 湊中学校 

2021.12.11-2022.01.10 @ NHK 新佐賀放

送会館 EXHIBITION 

2021.12.02-2022.02.17 @東唐津小学校  

2022.03.19  ホテル&リゾーツ佐賀唐津 

（3）リサイクルの実績の共有と同時に唐津

の魅力を発信する 
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小学校でのワークショップの様子 

 

中学校でのワークショップの様子 

 

←プラスチックごみ

から作成した、リサ

イクルコースター 

 



 
かっぱ塾で水・水辺・自然環境を学ぶ事業 

かっぱ連邦笑和国 

◆ 所在地 〒847-1211 

     唐津市北波多岸山 154 

◆ 代表者 原田 清人 

◆ 設立年月日 平成 7年 11月 23日 

◆ 会員数 9名 

◆ 主な活動地域 北波多 

◆ 本事業補助継続年数 平成 23年～ 

◆ 補助額 169,695 円 

 

活動分野 

活動内容 

■ 活動の結果と効果 

市内小中学生がカヌーなどの川遊び、 

花の栽培を通じて、北波多に棲む昆虫や

植物に触れ、自然に親しみながら水環

境、自然を守ることの大切さを学ぶこと

ができた。 

■ 活動の概要 

・6 月 27 日（日）開講式、ひまわり種

まき、イモ苗植え（北波多 

公民館、かっぱ農園） カヌー体験（徳

須恵川） 

・7 月 31 日（日）福島ひまわりプロジ

ェクトの話、かっぱプチ夏 

祭り（北波多公民館） 

・10月 17日（日）ひまわり種選別、チ

ューリップ植え、芋ほり、 

水の浄化実験（北波多公民館、かっぱ農

園）カヌー体験（徳須恵 

川） 

・12月 19日（日）防災の学び、川の水

質調査、巣箱づくり、ショ 

ートケーキ作り（北波多公民館） 

・3 月 27 日（日）閉校式、唐津焼のチ

ャレンジ、1年間の活動報告、感想文書

きと発表 

環境企画・

環境教育 

事
業
名 

団
体
名 

30 

カヌー体験 

■ 活動の背景と目的 

 「水環境を考えること」並びに「子ど

もの健やかな成長に関わること」を目的

として活動をしている。市内小中学生を

対象にカヌーなどの川遊び、山野散策、

野菜づくりを通じて、北波多に棲む昆虫

や魚介類、植物に触れ、自然に親しみな

がら水環境、自然を守ることの大切さを

学ぶ。 

さつまいもの収穫後 



 

玄界灘の大規模サンゴ群集の保全に向けた 

モニタリングと啓発活動 

NPO法人玄海灘を守り育てる会 

◆ 所在地 〒847-0013 

     唐津市湊町 125‐12 

◆ 代表者 浪口 志郎 

◆ 設立年月日 平成 23年 4月 13日 

◆ 会員数 18名 

◆ 主な活動地域 唐津市 

◆ 本事業補助継続年数 平成 30年～ 

◆ 補助額 184,275 円 

 

活動分野 

■ 活動の背景と目的 

 玄界灘に面した馬渡島には、大規模な

枝状サンゴ群集があるが、これまで現状

把握と保全の検討が全くなされておら

ず、市民にも知られていない。この貴重

なサンゴ群集や海藻といった資源の保

全に向けた議論を深めたい。 

活動内容 

■ 活動の結果と効果 

・２回の調査により大規模枝状サンゴと

海藻の状況を把握することができた。

（データを蓄積することができた） 

・玄界灘の現状の動画を撮影することが

できた。 

・調査でサンプリングしたハナガササン

ゴの死がいを今後分析することで過去

の玄界灘の状況をより詳しく把握する

ことができる。 

・講演会は、コロナで中止になったが実

施に向けた準備の中で講師の菅先生と

出会うことができた。菅先生は玄界灘の

サンゴに大変興味を示していただいて

おりこれからも連携をしていきたい。 

・リーフチェックを通して、参加者にサ

ンゴ礁の価値について考え、その保護に

興味を持つきっかけとしてもらえた。 

・調査などを通して、現場の漁業の方向

性が議論できる材料をそろえることが

出来た。今後、温かい海になり海藻がな

くなるのは目に見えてきた。では、「ど

うしていくべきなのか、どうしたいの

か」を今後も行政、行業関係者、市民が

一緒になって話し合っていきたい。 

■ 活動の概要 

1.現状把握（馬渡島） 

1-1専門家によるサンゴモニタリング 

2月 8日九州大学研究者 2名（山納様、

佐野様） 

1-2専門家による海藻モニタリング 

3 月 28 日九州大学研究者 3 名（山納

様、佐野様、上村様） 

2.環境学習・普及啓発活動 

・講演会（大手口センタービル） 

「玄界灘の珊瑚礁」～サンゴから玄界灘

の過去から未来を読み解く～（講師：九

州大学 菅浩伸教授） 

※2 月 15 日：新型コロナ感染症拡大の

ため中止 

・体験型環境学習「リーフチェック」（馬

渡島のサンゴ） 

専門家と一般ダイバーによるリーフチ

ェック 

10月 9、10日：一般参加者 15名（市外

からの参加）、運営スタッフ 2名 
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潜水調査の様子 



 
どんぐりの森を育てる事業 

久在 

◆ 所在地 〒847-0013 

 唐津市湊町 925（湊岡公民館） 

◆ 代表者 宮本 昇 

◆ 設立年月日 平成 29年 11月 25日 

◆ 会員数 14名 

◆ 主な活動地域 唐津市湊町岡区 

◆ 本事業補助継続年数 令和元年～ 

◆ 補助額 151,291 円 

◆ 補助額 497,196 円 

 

活動分野 

活動内容 

環境団体の

自主事業 
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植樹後の記念撮影 

植樹の様子 

■ 活動の背景と目的 

元々果樹園だった土地が耕作放棄地

となり、ここ数年で荒れ、イノシシなど

の害獣被害が多発しています。地元青年

団で土地を管理させてもらい、新たにど

んぐりの木や榊の木を植林することに

より、耕作放棄地減少・荒廃森林の拡大

防止による害獣対策、地元産業の再生事

業につながると考えます。 

今後、クヌギやサカキの植樹を行い、

その木が大きくなればシイタケ栽培の

原木とし、シイタケを栽培し販売してい

けば、地元の財源となる森林になる。 

榊の木は花市場に出荷を行う。その売り

上げで、また新たな耕作放棄地や荒廃森

林を整備し、植樹を行い管理すること

で、耕作放棄地や荒廃森林を減らしてい

くことができる。 

■ 活動の結果と効果 

・農業放棄地の草刈り、開拓 

・前年度植林地の除草作業 

・榊の植林 

今年度も農業放棄地を開拓し植林でき

ました。 

昨年度より継続的に地域の方々に協

力・参加して頂き活動することができ

た。大型の草刈り機械が利用可能にな

り、効率的に作業を行えるようになっ

た。 

 

■ 活動の概要 

・11月 7日 除草作業、植林 

・2月 3日  除草作業 

・2月 14日 バックホーによる整地 

・2月 20日 子どもクラブとの植林 



 




